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１．要点 
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〔本日起案するもの〕 
 当初計画をしていた倫理・コンプライアンス分野における大方針のみとする。 
 
※JFAの問題意識、意欲に加え、スポーツインテグリティが危ぶまれる昨今の状況も踏まえ、倫理・コンプライアン
ス方針のみ策定する。JFA内部、国内サッカー界関係者への働きかけを開始する。 
 
 
 

〔議案提出を見送り、６月以降に再度起案をするもの〕 
 「倫理規程」の策定 
   ⇒「倫理」に関する規定をしたいのか、規範を広い対象に周知、啓発を行なうことを主眼とするか等 
 
 
※JFAリフォーム活動の再検証、議論を開始する中で新たに「倫理規程」を策定することが、現行規程との不整合
を行なう可能性等を考慮し、「倫理規程」については事務局にて持ち越し協議をさせていただくこととなりました。 
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２．ガバナンス・コンプライアンス推進取り組み経緯 
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2015年度期中全体   JFAリフォーム活動にコンプライアンス推進分野を追加 
  ※外部調査・検証等を予算化し、本取り組みについて着手を開始 
 
2016年1月度理事会  「監査・コンプライアンス委員会」新設を承認 
  ※FIFA委員会体制に準拠するもの 
  ※重ねて、2015年9月～2015年12月にかけて事務局にて実施した外部委託先による調査結果概要を共有 
 
2016年3月度理事会  「監事」の決定および「監査・コンプライアンス委員会 委員長」の承認 
 
2016年4月度理事会  「監査・コンプライアンス委員会 副委員長・委員」の承認 
 
2016年5月度理事会  「倫理・コンプライアンス方針」の起案  ※本日 

※補足説明※ 
 これまで事務局では、デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社と契約を行い、同グループ法人
である有限責任監査法人トーマツのメンバーも加え、本協会のガバナンス整備状況、コンプライアンス推進状況を
確認してまいりました。 
  
 その結果、以下の2点について懸念があることから重点的に取り組みを進めることいたしました。 
①重要事項が規定されていない。規程が未整備である。 
 法人法およびその模範となる公益法人協会の提示規程に準拠し、規程の有無・不備等を確認 
②組織風土/規程作成・教育啓発/コミュニケーション/チェック体制について未整備な点がある。 
 上記資料提出に加え、理事・委員・事務局部長/室長職へのインタビュー、プロジェクトメンバーとの会議実施  
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３．組織の軸となる方針・重要規程の整備を行なう 
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２０１６年度以降、監査・コンプライアンス委員会の設置と並行し 
JFAのガバナンス・コンプライアンスに関する大前提となる考え方を定義したい。 
 
 
仮称「倫理・コンプライアンス方針」の策定から行なう。 

JFAウェイ（行動指針） 
 

JFAの理念 

JFAのビジョン 

JFAバリュー 
（価値観） 

倫理規程 

関連規程 
ガイドライン 

JFAサッカーファミリー 
行動規範 

・規程の上位概念としての 

組織方針について 

 ⇒必要なものは定める 

例） 

・経営方針 

・個人情報保護方針 

・特定個人情報保護方針 

教育ハンドブック 

大方針 
（倫理分野） 

※補足説明※ 
 関連規程・ガイドラインは、倫理的行動、法
令遵守に関係するあらゆる規則類（経理規
程、就業規則、交際費使用ガイドラインなど） 
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４．教育展開のイメージ 
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〔計画案〕 

 大方針策定 ⇒ 規程整備 ⇒ 教育ハンドブック準備 ⇒ 教育・啓発 ⇒実践 

     （倫理規程/関連規程・ガイドライン） 
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５．スケジュール 
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現在のプロジェクト活動 

委員会 委員会 委員会 

関連規程・ガイドライン （事務局関係部署との不足規程整備等） 

教育ハンドブック作成 

研修実施 

2016年3月27日 （委員会は4半期開催等） 

（不十分な各種規程の整備は、上期より順次各部と協議を予定） 

2016年下期 

2016年上期 

大方針策定 

倫理規程策定 

2016年上期 2016年下期 

推進チーム 

※プロジェクト活動から
委員会・チーム活動へ
移行 

早期に倫理規程を起案の予定でしたが、新体制による検証等を踏まえ、取り組み等を微修正を
行いながら進めることとなりました。 


